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1. はじめに	 
	 博物館の収蔵品は豊かな情報を持っている。

多くの博物館では、これらの情報の一部を、収

蔵品のデータベースとして公開している。情報

は基本情報と解説情報（収蔵品や関連する物事

を詳しく解説するテキスト形式で記述される情

報）の大きく 2 つある。また、学芸員によるガ

イドや書籍、遺跡の調査報告書などには、博物

館が所有する収蔵品のデータベースにまだ登録

されていない収蔵品の情報が多く含まれている。	 

	 これらの情報をデータベース化し、さらに機

械判読可能な状態で公開されれば、さらに有効

に活用することができる。特に、解説情報は、

ある収蔵品について他の収蔵品や当時の周辺の

情報との関連性を示しており、この関連性を計

算機で処理可能にできれば、広域的かつ多面的

に知識を得る上で重要な情報を提供できるよう

になる。	 

	 本研究では、解説情報について文章の形で記

述されている形式から、計算機で処理できるよ

うに記述する方法を提案する。	 

	 

2. 解説情報の持つ情報と半構造データ	 
	 解説情報は文章で表されており、基本的には、

事柄の関連性を示す構造を持っている。この関

連性を、文章から抽出し、部分的に構造化する。

これを文章と事柄の関連性を組み合わせて、図 2

のような形式で記述する（図 1）。計算機で処理

可能な構造化されたデータと、人間が可読な	 

	 
図 1：半構造データの形式	 

	 

	 

	 

	 

テキストの形のデータを結びつけたものを、本

研究では半構造データと定義する。	 

	 

3. 解説情報の分析	 
	 解説情報の事柄の関連性を抽出するために、

テーマ同士の関係性を抽出する会話分析を基に

したテーマ展開パターンの分析手法[1]を用いる。

この分析手法を用いて、浜松市博物館の収蔵品

を対象に解説情報の分析を行う。	 

3.1	 テーマ展開パターン	 
	 テーマ展開パターンとは、会話などのテキス

トにおいて、時系列で話題がどのように展開し

ていくか、話題の関係性を表現したパターンで

ある[1]。テーマ展開パターンには、話題の関係

性に応じて図 2 のような 3 つのパターンがある。

この 3 つのパターンを応用して、解説情報につ

いて事柄の関連性を記述する。	 

	 
図 2：3 つのテーマ展開パターン	 

3.2 分析に使用するデータ	 
	 分析する解説情報として、浜松市博物館の収

蔵品データベース「ある蔵」[2]の解説、学芸員

によるガイド、収蔵品に関連した書籍や資料を

収集して用いる。	 

3.3 分析の流れ	 
	 まず、収集した解説情報について、収蔵品に

関する事柄を、語句レベルで抽出していく。例

えば、収蔵品が出土した「遺跡」、「縄文時

代」、「抜歯」や「屈葬」といった収蔵品に関

連する事柄である。次に、抽出した事柄につい

て、主に述語で示される語句同士の関連性を紐

付けしていく。語句の関係性において、テーマ

展開パターンに従い記述する（図 3）。	 

	 
図 3：テーマ構造の記述例	 
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4. データの構造の記述方法	 
	 ここでは、テーマ展開パターンで記述された

解説情報を、RDF 形式で記述する方法を説明する。

なお、「ある蔵」の基本情報については、RDF 形

式に記述する際、MetaBridge 上の東京国立博物

館が作成した「ミュージアム資料情報構造化モ

デルの RDF」[3]を基本的に用い、述語が定義さ

れていない場合は、ダブリンコア[4]や共通語彙

基盤[5]で定義されている述語を使用する。	 

	 

解説情報の RDF による記述	 

	 まず、解説情報で用いられている語句におい

て、「蜆塚遺跡」や「縄文時代」など、LOD とし

てすでに URI が定義されているものがあれば利

用する。また、収蔵品の特定の部分を示す場合、

あらかじめ収蔵品の構成要素として、RDF で定義

しておく。	 

	 解説情報は、図 4 の枠囲み①に示されるよう

に、見出しと、オリジナルの解説情報である人

間が可読なテキスト形式と、そのテーマ展開パ

ターンを記述した構造化データとによって構成

された RDF 形式で記述する。テーマ展開パター

ンと RDF 形式は相性が良く、一対一で対応させ

て記述することが可能である。	 

	 次に、もともとのデータベースの解説情報に

は無い、ガイドや文献などの別の情報源からの

解説情報について述べる。まず、基本的な記述

方法は同様で、図 5 のようにそれぞれ独立した

データとして RDF 形式で記述する。さらに、収

蔵品との関係を、図 4 の枠囲み②のように記述

して、関連付ける。	 

	 

5. 検証	 
	 本データ構造の検証については、ガイドのシ

ナリオ作成支援システム[6]の実装を行うことで、

検証する。	 

	 

6. まとめ	 
	 博物館の収蔵品データベースにおける、解説

情報に対して、計算機で処理可能にできるよう

にするため、テーマ展開パターンを用いてテー

マの関係性の分析を行い、半構造データとして

RDF 形式で記述する方法を提案した。	 
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図 4:解説情報の構造	 

	 

	 
図 5:他情報源から収集した解説情報の構造	 
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